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生産実習・同（S）⇒ 産官学連携による『共育型インターンシップ』 

 

経験を学びに変え，生涯学び続ける力を養い， 

社会の変化にたくましく，しなやかに対応できるエンジニアを育成する！ 

 

 

 

 

１．はじめに 

 

 本書『生産実習・同（S）概要説明書』は，3 年次必修科目である生産実習・同（S）の目的・目標お

よびアウトカムズ（履修生が習得すべき知識・能力）と，実習生受入れにあたって「ご理解いただきた

いこと」，「ご協力いただきたいこと」を実習の準備から完了までの流れに沿って説明するものです． 

※本書は学部ホームページ（http://www.cit.nihon-u.ac.jp/）および生産実習 SYSTEMからダウンロードいただけます． 

 

 ご不明な点等がございましたら，下記の学部・学科窓口までご遠慮なくご連絡ください． 

 

 実習生受入れ・就職採用等全般のお問合せおよび緊急時連絡先（学部窓口） 

 

日本大学生産工学部 

   〒275-8575 千葉県習志野市泉町 1 丁目２－１ 

就職指導課  TEL：047-474-2274 FAX：047-474-2249 

 

 実習生受入れ・就職採用等詳細のお問合せ緊急時連絡先（学科窓口） 

 

機 械 工 学 科  TEL：047-474-2311 FAX：047-474-2349 

電気電子工学科  TEL：047-474-2371 FAX：047-474-2399 

土 木 工 学 科  TEL：047-474-2421 FAX：047-474-2449 

建 築 工 学 科  TEL：047-474-2481 FAX：047-474-2499 

応用分子化学科  TEL：047-474-2551 FAX：047-474-2579 

マネジメント工学科  TEL：047-474-2601 FAX：047-474-2619 

数理情報工学科  TEL：047-474-2651 FAX：047-474-2669 

環境安全工学科  TEL：047-474-2361 FAX：047-474-9759 

創生デザイン学科  TEL：047-474-9781 FAX：047-474-9769 
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２．生産実習・同（S）のねらい 

 

・ 生産実習・同（S）の目的，目標およびアウトカムズ 

学部創設当初から必修科目として運営している『生産実習』は，近年，社会的に広がりを見せるイン

ターンシップの先駆け的存在です．おかげさまで多くの役所・企業様からご支援をいただき，60余年に

わたって毎年約 1,500名もの学生に「実践と実学の機会」を提供し続けてきました． 

 

「生産実習・同（S）」は，キャリアデザイン教育とエンジニアリングデザイン教育の 2軸からなる生

産工学系科目に属し，それらの「結び目」を担う中核的科目です．そのため，生産実習・同（S）では，

図-1のとおり授業の目的に沿ってディプロマポリシー（学位授与の方針）に対応した学習到達目標①・

②を設定し，ジェネリックスキル（社会人に求められる汎用的な業務遂行能力）とテクニカルスキル（技

術者に求められる専門的な業務遂行能力）の両面からアウトカムズの向上を重視しています． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-1 生産実習・同（S）の目的・目標およびアウトカムズ 

 

・ 生産実習・同（S）の授業構成 

 生産実習・同（S）は，図-2 のとおりアウトカムズを積み上げて段階的に目的・目標を達成するため

の「概要説明会」，「事前学習（講義・講習・ゼミ形式）」，「実習」，「事後学習（講義・講習・ゼミ形式）」，

「成果発表会」より構成されます．  ※事前・事後学習 30時間以上，実習 70時間（10日間）以上（目標 140時間以上） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-2 生産実習・同（S）の授業構成 

 

100％の生産工学部学生に 

100 時間以上の実習経験を！ 

※土木工学科では実習 140 時間（20 日間）以上を単位認定の条件としています． 
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・ 生産実習 NOTES・SYSTEM とは 

生産実習・同（S）では，これまでの実績とノウハウに基づき開発した教材・課題集「生産実習 NOTES」

と，実習先・実習生・大学間（以下，三者間）の情報共有を促す Web データベース「生産実習 SYSTEM」

を運用し，産官学連携による『共育型インターンシップ』が学生の「経験を通じた学び」を支えます． 

 

【生産実習 NOTES】 

生産実習 NOTESは，学生一人ひとりが事前・事後学

習および実習を通じて「経験を学びに変える力」，社

会人・技術者として「生涯学び続ける力」を養うため

に，本学部が独自に開発した生産実習・同（S）のため

のノートです．このノートは，学生が自己学習に取り

組みながら『自律的な学習者』へと変容する７つの要

素（図-3）で構成され，個々の学習成果（自己分析，

企業研究，成長目標，安全・倫理への心構え，実習日

誌，成長の手掛かり，成果報告書類等）は，生産実習

SYSTEM を介して三者間で共有されます． 

 

【生産実習 SYSTEM】 

生産実習 SYSTEM は，三者間および貴機関内・学内

等における情報共有や諸手続きの効率化など，従来の

紙ベースによる課題を解決し，共育型インターンシッ

プとしての学習効果向上を目指した Web データベー

ス管理システムです．このシステムは，生産実習 NOTES

と連携して学生の目標，成果および評価等を三者間で

共有し，実習を通じた「成長の軌跡」を相互の継続的

改善につなぎます． 

このため，実習のプログラムや実習生への指導内容

等をご検討される際は，生産実習 SYSTEM から生産実

習 NOTES による学習成果をご確認のうえ，ご参考とし

ていただければ幸いです． 

 

 

生産実習・同（S）受講生からの声（参考） 

 実習経験を通じて将来の学ぶべき，進むべき方向性が見えた！ 

 社会人との協働を通じて働く姿勢を学び，知識の広さと深さに感銘した！ 

 高度な装置を用いた最先端の技術に触れ，技術者としての将来にワクワクした！ 

 企画・開発・生産の過程を目の当たりにして，エンジニアの使命と役割を学ぶことができた！ 

 実際の業務を通じてコミュニケーション力やチームワーク力の重要性を痛感した！ 

 仕事の「やりがい」とともに理想と現実の違いを知り，社会の厳しさを思い知った！ 

 面倒な科目と思っていたが，やってみると他では得られない貴重な経験と学びが得られた！ 

三者間の情報共有を促し， 

実習生の目標達成を具体的に支援する！ 

実習先 実習生 大学 

図-3 生産実習 NOTES の内容 

図-4 生産実習 SYSTEMの概念 



4 
 

・ 参考）生産実習・同（S）シラバス（学部共通内容） ※学科によって一部内容が追加される場合があります． 

  

生産実習・同（S）における学習・教育上のねらいとシラバス・成績評価について 

 
1.科目名 生産実習・生産実習（S） 

 
2.単位 4 3.開講期 3 年次通年 

 
4.授業のねらい 

教養科目，基盤科目，生産工学系科目，専門教育科目からなるカリキュラムの全体と連携し，

企業や公的機関等における実習経験を通じて，幅広い知識・技能と実践技術との関係を学び取り，

主体性と創造性に豊かな実践力ある工学技術者を育成する． 
生産実習・生産実習（S）では，上記目的に沿った以下の①，②を学習到達目標とし，ディプロ

マポリシーの DP1，DP3，DP5，DP8 に対応する． 
① 実習経験を通して社会人の立場と技術者の役割を認識し，幅広い知識や技能を実践しながら

技術者としての倫理観を醸成することができる．（DP1，DP3） 
② 自身の傾向や社会のニーズを捉えて適切な目標を設定し，日々の経験に挑戦と省察を重ねて

技術者としての資質を自ら高めることができる．（DP5，DP8） 
 
5.キーワード 

技術者倫理，専門的知識・技能，経験学習，挑戦力，省察力，キャリアデザイン 
 
6.インプット 

汎用的・専門的能力要素，業界・企業情報，体験談，マナー講習，安全・倫理講習など 

7.アクション 
自己分析，業界・企業研究，目標設定・達成度点検，知識・技能の実践と統合，社会経験 

8.アウトプット 
自己理解，業界・仕事理解，多面的評価，実践・経験の振り返り，アクションプラン 

9.学生が達成すべき目標(アウトカム) 10.学習到達目標 

9-1主体的に考え，取り組む力 ① 実習経験を通して社会人の立場と技術者の

役割を認識し，幅広い知識や技能を実践しな

がら技術者としての倫理観を醸成することが

できる． 

9-2倫理的視点に立ち，判断する力 

9-3論理的・批判的に捉え，考察する力 

9-4幅広い知識や技能を統合して実践する力 ② 自身の傾向や社会のニーズを捉えて適切な

目標を設定し，日々の経験に挑戦と省察を重

ねて技術者としての資質を自ら高めることが

できる． 

9-5自ら目標を設定し，点検・修正する力 

9-6自己を客観的かつ多面的に評価する力 

9-7経験を振り返り，気づきを学びにつなげる力 対応する DP：DP1，DP3，DP5，DP8 
 
11.授業概要 

生産実習は，1)概要説明会，2)事前学習，3)実習，4)事後学習，5)成果発表会から構成され，計

100 時間以上（事前学習 21 時間まで，実習 70 時間以上，事後学習 9 時間まで）を単位認定の条

件とする．生産実習を構成する 1)～5)の概要は，以下のとおりである． 
1) 概要説明会※2)事前学習の内容と合わせて 21時間まで認める 

概要説明会では授業の目的・目標等を理解し，実習全体のスケジュールを把握する． 
主担当者：シラバス（目的・目標，概要），スケジュール等の説明など 
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2) 事前学習※シラバスの内容区部 No.2～14は各々90分を基本として運用は学科に委ねる 

事前学習では，学生自らが自己分析や業界・企業研究を踏まえて主体的に実習先を選択し，

実習を通じた成長目標を設定して実習先・大学・実習生間で共有する．また，外部講師等に

よる講習を通じて実習に必要なビジネスマインドを涵養し，職場における安全管理や守秘義

務，ビジネスマナー等を習得する．なお，学習到達目標の達成を支える自己学習（自己分析，

企業研究，目標設定等）は，ゼミ等を通じて取り組み状況が確認され，具体的に支援される． 
   主担当者：自己学習および諸手続きの説明・指導，諸注意など 
   担 当 者：ゼミによる自己学習状況の確認・支援など 
   外部講師：自己分析や業界・企業研究の説明，マナー講習，安全・倫理講習など 
 
3) 実習（70 時間以上）※1機関での実習は 5日間を最短期間とする 

実習では，学生自らが日誌作成を通じて日々の取り組みを振り返り，実習先担当者への報

告・連絡・相談による気付きを新たな実践につなげて経験学習を重ねる．なお，主担当者ら

は，実習生からの実習状況報告や実習先からの評価を適宜確認のうえ，各実習先を訪問する． 
 
4) 事後学習※シラバスの内容区分 No.15～19は各々90分を基本として運用は学科に委ねる 

事後学習では，学生自らが実習全体を振り返り，目標達成度を点検する．また，実習によ

る成果と成長を新たな資源とし，将来像を具現化するためのアクションプランを検討する．

なお，学習到達目標の達成を支える自己学習（振り返り，達成度評価，成果報告等）は，ゼ

ミ等を通じて取り組み状況が確認され，具体的に支援される． 
   主担当者：自己学習および諸手続きの説明・指導，諸注意など 
   担 当 者：ゼミによる自己学習状況の確認・支援など 
   外部講師：振り返りと達成度点検の支援，進路（進学・就職）の説明など 
 
5) 成果発表会※4)事後学習の内容と合わせて 9時間まで認める 

 成果発表会では，学生自らが実習の経験と成果，成長を関連付けて発表し，互いの聴講を

通じてこれを共有する．なお，発表会には後輩ら（1・2 年生）の出席を促し，討議に参加さ

せるなどして，先輩の経験を「キャリアデザイン」や「キャリアデザイン演習」の資源とす

る． 
 
【新カリキュラム生産実習・同（S）の改善と運用にあたって】 

 平成 31 年度からの「新カリキュラム生産実習」（以下，新・生産実習）では，全学科共通教育としてディ

プロマポリシー（DP1・3・5・8）に対応した学習到達目標（上記①，②）を達成し，「正規の学習課程とし

てのインターンシップに必要な要素１～６」（文部科学省）を満足する教材・課題集（以下，生産実習 NOTES）

を導入します．また，実習先・大学・実習生間における情報共有を支援し，生産実習 NOTES を効果的かつ

効率的に活用する Web データベースシステム（以下，生産実習 SYSTEM）を導入することで「共育型イン

ターンシップ」としての学習効果向上を図ります． 

これらの新・生産実習における教育改善は，共通教材の整備・運用による「質保証」と継続的改善の土台

構築を主眼としたものであり，次頁シラバスに示す概要説明会，講義，ゼミ，講習，成果発表会の構成と各

内容を基本として，具体的な運用は従来どおり各学科の独自性を尊重します． 

※生産実習 NOTES・SYSTEM は，各種審査・届出に際して学習・評価のエビデンスとなるものです． 

※生産実習 SYSTEM は，今後，生産工学系科目全体の体系的改善を図るデータベースとなります． 
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● 事前学習（概要説明会から実習まで）の授業形態・内容・担当者（A：実習先，T:教員，S：実習生） 

内容区分・時期 授業形態 主な授業内容 主な授業担当者・手続き 対応 DP 

No.1 

（4 月） 

概要説明会 

 

シラバス（授業のねらい），スケジュール等 

NOTES１，２の説明 

主担当者および担当者 

T：実習先・実習生 DB の準備など 

 

No.2 

（4 月） 

講義Ⅰ 

 

実習先の選択から決定までの流れ 

S：実習生情報・実習形態の確認・登録 

DP の理解と点検（NOTES３①） 

主担当者および担当者 

A・T：実習生受入れの依頼 

A：受諾回答の登録 

DP5 

DP8 

No.3 

（4 月） 

講習Ⅰ 

 

自己分析・企業研究とは？ 

社会が求めるスキル？ 

S：自己評価（実習前）の登録（NOTES３②） 

外部講師（ｷｬﾘｱｶｳﾝｾﾗｰ）※，主担当者

または担当者 

※全学科共通の外部講師を手配 

DP5 

DP8 

No.4 

（5 月） 

講義Ⅱ 

 

希望実習先の選考と登録について 

S：受諾回答（学内公募一覧）の確認 

 （NOTES３③） 

主担当者および担当者 

T：受諾回答の公開 

T：リマインダの配信（受諾回答） 

DP5 

DP8 

No.5 

（5 月） 

講習Ⅱ 

 

業界説明：「仮）業界の今とこれから」 

 NOTES４①の実施 

外部講師※，主担当者または担当者 
※学科で外部講師（OB・OG 等）を手配 

DP1 

DP3 

No.6 

（5 月） 

講習Ⅲ 

 

先輩の実習・就活体験談 

自己分析と企業研究のその先？ 

 NOTES４②の実施 

外部講師，生産実習経験者（4 年 

生等），主担当者または担当者 
※全学科共通の外部講師を手配 

DP1 

DP3 

No.7 

（5 月下旬） 

ゼミⅠ 

 

NOTES３，４の確認 

S：希望実習先の登録に関する報連相対応 

【コンピテンシーテストの実施（適時）】 

主担当者および担当者 

T：派遣先の決定 

 

No.8 

（6 月） 

講義Ⅲ 

 

S：実習先情報の確認，実習の目標設定， 

誓約書・自己紹介書の作成と送付について 

 （NOTES５①②③） 

主担当者または担当者 DP3 

DP5 

No.9 

（6 月下旬） 

ゼミⅡ 

 

NOTES５の確認 

実習の目標と自己紹介書の報連相対応 

【コンピテンシーテストの解説（適時）】 

主担当者および担当者  

No.10 

（6 月） 

講義Ⅳ 

 

事前連絡等について 

S：自己紹介書の提出，目標の設定と共有 

（NOTES６①②） 

主担当者または担当者 

T：実習生派遣の通知 

A・T：覚書等の送付・返送 

DP5 

DP8 

No.11 

（7 月） 

講習Ⅳ 

 

社会の一員として備えるべきもの？ 

ビジネスマナー講習 

 NOTES７①の実施 

外部講師（ｷｬﾘｱｶｳﾝｾﾗｰ）※，主担当者

または担当者 
※全学科共通の外部講師または学科で 
外部講師を手配 

DP1 

DP3 

No.12 

（7 月） 

講習Ⅴ 

 

エンジニアとして備えるべきもの？ 

安全・倫理講習（守秘義務の遵守） 

S：安全・倫理への心構えの登録（NOTES７②） 

外部講師※，主担当者または担当者 

※学科で外部講師（OB・OG 等）を手配 

DP1 

DP3 

No.13 

（7 月下旬） 

ゼミⅢ 

 

NOTES６，７の確認 

S：事前連絡・準備の報連相対応 

主担当者および担当者  

No.14 

（7 月） 

講義Ⅴ 

 

実習日誌，お礼状，評価，諸注意について 

NOTES８，９の説明（S：実習日誌の作成） 

S：実習状況報告の登録と実習先訪問の説明 

主担当者または担当者 

T：成果報告書式の準備 

T：実習中の状況確認（実習期間） 

[実習中] 

DP1・3 

DP5・8 

 

12.シラバス（事前・事後学習および実習中の共通学習内容） 



7 
 

 

 
  

 
 

● 事後教育（実習終了後から成果発表会まで）の授業形態・内容・担当者（新規内容・NOTES・SYSTEM） 

内容区分・時期 授業形態 主な授業内容 主な授業担当者・手続き 対応 DP 

No.15 

（9 月） 

講義Ⅵ 

 

実習の振り返り，目標達成度の点検， 

成果報告書類について 

（NOTES９①） 

主担当者および担当者 

A・T：評価・所見等の登録・確認 

T：リマインダの配信（実習評価） 

DP1 

DP3 

DP8 

No.16 

（9 月） 

講習Ⅵ 

 

実習を通じた成長の確認 

成長と成果をどう活かすか？ 

S：自己評価（実習後）の登録（NOTES９②） 

外部講師（ｷｬﾘｱｶｳﾝｾﾗｰ）※，主担当者

または担当者 

※全学科共通の外部講師を手配 

DP5 

DP8 

No.17 

（9 月下旬） 

講習Ⅶ 

 

目標達成度の点検，評価・所見の確認 

次なる目標とアクションプラン？ 

S：成長の手掛かりの登録（NOTES９③） 

外部講師（ｷｬﾘｱｶｳﾝｾﾗｰ）※，主担当者

または担当者 
※全学科共通の外部講師または学科で 
外部講師を手配 

DP5 

DP8 

No.18 

（10 月） 

ゼミⅣ 

 

NOTES８，９の確認 

成果報告書類の報連相対応 

主担当者および担当者 

 

 

No.19 

（10 月下旬） 

講義Ⅶ 

 

成果報告書の作成と成果発表会について 

S：成果報告書類の登録（書式の確認） 

【コンピテンシーテストの実施（適時）】 

主担当者または担当者 

T：成果報告書類の確認依頼 

 

No.20 

（11 月） 

成果発表会 

 

各自が実習による成果と成長を発表 

※実施は全体またはゼミごとのいずれかで，

発表と討議の時間を設ける． 

 生産実習 NOTES の回収 

【コンピテンシーテストの実施（適時）】 

主担当者または担当者 

A：成果報告書類の確認・承認 
T：評価の確認・登録 

[発表会] 

DP1・3 

DP5・8 

 
 

13.成績評価 

学習到達目標①・②を各 50 点満点とし，計 100 点満点のうち 60 点以上を合格とする． 
 

〔内訳〕 
① 実習経験を通して社会人の立場と技術者の役割を認識し，幅広い知識や技能を実践しながら技

術者としての倫理観を醸成することができる．（DP1，DP3） 

10 点： 実習を通じて発揮されたテクニカルスキル（実習先担当者による評価・所見） 

20 点： 実習成果報告書概要および実習成果報告書（目標①の観点から各学科担当教員が評価） 

20 点： 生産実習 NOTESによる事前・事後学習（５・８・９章の学習成果を評価） 

 

② 自身の傾向や社会のニーズを捉えて適切な目標を設定し，日々の経験に挑戦と省察を重ねて技

術者としての資質を自ら高めることができる．（DP5，DP8） 

10 点： 実習を通じて発揮されたジェネリックスキル（実習先担当者による評価・所見） 

10 点： 成果発表会（目標②の観点から各学科担当教員が評価） 

30 点： 生産実習 NOTESによる事前・事後学習（３・４・５・７・８・９章の学習成果を評価） 

 

上記の各評価は，実習先・大学（主担当者および担当者）・実習生の各々が生産実習 SYSTEM に入力・

登録することで集計される．また，実習先からの評価と助言は，生産実習 SYSTEM を介して実習生

本人にフィードバックされ，振り返りおよび達成度点検等の資源として活用される． 
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３．生産実習・同（S）の諸手続き 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実習先 大学 実習生

● 実習生受入れのお願い

　〔送付資料〕

　　1 .生産実習・同（S）概要説明書

　　2 .生産実習・同（S）に係る事故等の補償形態について

　　3 .実習生受入れのご検討に際して

※受入れ依頼の時期と受諾回答の期日は学科ごとに異なる場合があります。

● 実習生情報と実習形態の把握
※学生各自が実習生情報（連絡先、実習形態、自己評価等）をWeb登録する。

※自己開拓の場合は、実習生からの申請（開拓先情報等の登録）を受けて教員が

適否を判断し、学内公募と同様に受入依頼、受諾回答へと手続きを進める。

● 受諾回答（実習生受入れの可否・条件等の回答）
※受入れの可否・条件等のご回答を生産実習SYSTEMにご登録願います。

※実習担当者や実習生への事前連絡・準備等に関する項目は、派遣が決定後の7

月下旬まで随時更新・登録が可能です。

● 実習生派遣の通知および覚書・誓約書等の送付

　〔送付資料〕（派遣が有る場合）

　　1 .覚書（2通）　※うち1通を7月中旬までにご返送願います。

　　2 .誓約書および自己紹介書（実習生の人数分）

　　3 .実習生の取り組みに対するご支援と評価のお願い

　　4 .返信用封筒（覚書返送用）（1枚）

※マッチング後、派遣の有無を通知のうえ、派遣が決定した実習生の情報を生産実

習SYSTEMから開示します。（派遣が無い場合は、その旨を通知いたします）

●目標の設定と共有
※実習生が事前学習を通じて設定した実習の成長目標をWeb登録し、実習先・大

学・実習生間で共有します。

※受入機関側で実習生の選考・決定を行う場合は、必要な諸手続きを含め、個別に

対応させていただきます。（派遣決定後に生産実習SYSTEMにご登録願います。）

● 事前連絡・打合せ

● 実習の採点・所見等の登録（一部を実習生にフィードバックします）

※ジェネリックスキル（汎用的能力）とテクニカルスキル（専門的能力）に関して、実

習の開始時と終了時の評価を生産実習SYSTEMにご登録願います。

※各評価と助言を実習生本人にフィードバックさせていただきます。

● 振り返りの共有
※実習先からの評価と自己評価を資源として、自身の「成長の手掛かり」を考察し、

Ｗｅｂ登録によって成長の軌跡を実習先・大学・実習生間で共有する。

● 成果報告書・概要等の提出および成果発表

　〔実習生成果物〕

　　1 .実習成果報告書概要（パネル）

　　2 .実習成果報告書

　　3 .実習成果発表資料

※実習生が上記成果物のデータをWeb登録し、大学に紙面で提出する。

※実習生の各種成果物を生産実習SYSTEMを介して共有させていただきますので、

内容の適否等をご確認のうえ、提出の可否をWeb上からご承認願います。

11月 ○成果発表会

12月上旬 ○企業懇談会 就職指導課から実習先へ紙面にてご案内

8月上旬
～9月上旬

● 【実習】
　〔実習期間中の課題・状況把握〕

　　1 .「実習日誌」（生産実習NOTES P.63～）の作成および確認

　　2 .開始5日間の実習日誌を振り返り、実習状況報告をWeb登録

　　3 .教員が実習先を訪問（場合により電話）して実習状況を確認

※実習終了時までに、実習生の成果物（成果報告書・概要、成果発表資料）に記載

可能な内容（図表、画像、データ等を含む）をご指示願います。

実習生から実習先へ紙面・口頭で報告

※覚書等を送付後、派遣が決定した実習生から各実習先の連絡担当者に電話にて

お受入れのお礼と事前の挨拶・確認を行います。

※安全・倫理講習を通じて学んだ「安全・倫理への心構え」をweb登録し、実習先と

共有する。

学科ごとに開催

6月上旬
～7月下旬

実習生から実習先、大学へWebにて共有

実習生から実習先へWebで成果を共有

大学から実習先へWeb開示、紙面にて通知

実習生から実習先へ電話にて連絡

実習先から大学へ評価・所見をWeb登録

実習終了後から
10日以内

9月中旬
～10月下旬

方法
内容（実習先・大学・実習生）時期

5月中旬
～6月下旬

● 実習先の選択から決定
　〔学内におけるマッチング手順〕

　　1受諾回答機関の開示（随時更新）

　　　↓

　　2.実習先選び（事前学習における面談等を通じて）

　　　↓

　　3.希望実習先の登録（期日・条件等は各学科の指示に従う）

　　　↓

　　4.実習先の決定（マッチング）

大学から実習生へWebで開示、個別に面談

大学から実習先へ紙面またはメールで依頼

実習先から大学へWebにて回答

実習生から大学へWebにて確認・登録
4月上旬
～5月下旬
（一部、7月下旬まで）

Web①

郵送

メール

Web

Web

Web

郵送

郵送

紙面

電話

Web②

紙面
Web

Web

実習の目的・目標を共有

面談

Web

Web

Web

訪問

実習生の成長目標を共有

実習生の成長・成果を共有

Web③

指示

Web

Web

《連絡担当者様からご回答》 

《連絡担当者様からご返送》 

《実習担当者様からご登録》 
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・ 生産実習・同（S）における諸手続き 

 生産実習・同（S）における諸手続きの流れを前頁の一覧に，各種手続きの詳細を以下に説明します．

三者間における情報共有と学習効果向上のため，生産実習 SYSTEMへの Web登録（前頁 Web①～③）を基

本とする諸手続きにご理解とご協力を何卒宜しくお願いいたします． 

 

 実習生受入れのご回答から実習開始前まで ※各時期は学科により多少異なる場合があります． 

実習生受入れの依頼と受諾回答：4月上旬～5月下旬頃 《連絡担当者様》 

● 実習生受入れの依頼 

各学科から紙面またはメールにて実習生受入れを依頼させていただきます．送付資料をご確認の

うえ，ご不明な点等がございましたら P.1の学部・学科窓口までご遠慮なくお問い合わせください． 

⇒ 各種様式・書式「事故等の補償形態について」P.11，「実習生受入れのご検討に際して」P.12 

 

● 受諾回答（実習生受入れの可否・条件等）の登録  P.8 手続き一覧：Web① 

 「生産実習・同（S）における実習生受入れのお願い」に記載する ID・Passwordにて生産実習 SYSTEM

にログインしていただき，お受入れの可否および諸条件（期間，人数，内容等）を Web 登録により

ご回答願います．お受入れが困難な場合も，ご回答と併せて必要事項のご登録をお願いいたします． 

⇒ 生産実習 SYSTEM 操作マニュアル「５－１．受諾回答」P.22 

 

実習生派遣の通知と覚書の締結：6月上旬～7月下旬頃 《連絡担当者様》 

● 実習生派遣の通知および覚書等の送付・返送  P.8 手続き一覧：郵送 

実習生の希望に沿ってマッチングを完了後，実習生派遣の有無を学科ごとに紙面またはメールに

て通知いたします．派遣のある場合は，覚書，誓約書および自己紹介書等を送付させていただきま

すので，覚書の内容をご確認いただき、ご署名、ご捺印のうえ、うち 1通をご返送願います．また，

実習生へのご支援と評価に関する資料を同封させていただきますので，ご協力を願いいたします． 

⇒ 各種様式・書式「生産実習・同（S）に関する覚書」P.14，「誓約書および自己紹介書」P.15 

⇒ 生産実習 SYSTEM 操作マニュアル「５－２．実習生情報の確認」P.25 

 

● 目標の設定と共有 

 事前学習における自己分析や企業研究を通じて実習生自らが「実習を通じた成長目標」を設定し，

これを生産実習 SYSTEM から実習生情報（連絡先，学習成果等）とともに共有させていただきます．

実習生のお受入にあたり実習プログラムや指導内容等をご検討される際には，成長目標やその他の

学習成果をご確認のうえ，達成に向けた具体的なご指導とご支援をお願いいたします． 

⇒ 生産実習 SYSTEM 操作マニュアル「５－２．実習生情報の確認 P.25 

 

● 事前連絡・打合せ 

実習生の派遣を通知後，実習生本人から連絡担当者（生産実習 SYSTEMにご登録いただいた連絡先）

に事前のご挨拶と確認の電話をさせていただきますので，実習の期間・時間，事前の学習・準備等

をご指導いただきますようお願いいたします．実習担当者（実習の指導担当者）や実習先の住所等

が未登録の場合は，７月下旬までに生産実習 SYSTEM から受諾回答の一部更新をお願いいたします． 

⇒ 参考）生産実習 SYSTEM 操作マニュアル「５－１．受諾回答」P.22 



10 
 

 実習開始後から成果発表会まで 

実習生に対する指導と評価：8月上旬～9月上旬頃  《実習担当者様》 

● 【実習】（指導）     P.8 手続き一覧：指示 

安全と倫理（守秘義務等）に関しては，事前学習（参考：P.6シラバス）においても指導していま

すが，現場・職場ごとの留意点や実務に沿った安全・倫理上の注意点，成果物に記載可能な内容等

の具体的なご指導をお願いいたします．また，実習生は成果報告書類のほか，毎日の終業時に「実

習日誌」を通じた振り返りと実習担当者への報告・連絡・相談を実習期間中の日課としています．

お手数ですが実習日誌のご確認（押印またはサイン）とご助言を頂戴したく，お願いいたします． 

⇒ 各種様式・書式「実習日誌」P.16 

 

実習終了後から 10日以内    《実習担当者様》 

● 【実習】（評価・所見・助言の登録）   P.8 手続き一覧：Web② 

実習生に対する評価は，実習の開始時（開始後 1～3 日間）と終了時（終了前 1～3 日間）の取り

組みを対象に，ジェネリックスキル（社会人に求められる汎用的な業務遂行能力）とテクニカルス

キル（技術者に求められる専門的な業務遂行能力）の観点から採点をお願いいたします．また，各

評価とともに全体的な所見と助言を実習終了後 10日以内に生産実習 SYSTEMからご登録願います． 

※実習先からの評価と助言を実習生本人にフィードバックし，振り返りの資源として活用させていただきます． 

⇒ 生産実習 SYSTEM 操作マニュアル「５－３．実習生の評価・所見・助言の登録」P.26 

 

成果物の確認と承認：9月中旬～10 月下旬頃  《実習担当者様》 

● 成果報告書類の確認・承認 ※ご承認の要否等は学科により異なります． P.8 手続き一覧：Web③ 

 実習生による成果物（実習成果報告書概要，実習成果報告書，成果発表資料）を生産実習 SYSTEM

より共有いたします．成果物のアップロードが完了後，紙面またはメールにて通知いたしますので，

内容の適否をご確認のうえ，生産実習 SYSTEMからご承認をいただきたくお願いいたします． 

⇒ 生産実習 SYSTEM 操作マニュアル「５－４．成果物の確認・承認」P.27 

 

各学科における過去の実習内容（参考） 

 機械工学科 
メカトロ装置の開発および CAD 設計と性能評価，自動車生産設備，鉄道車両機器，航空機器部品の生産技術 

 電気電子工学科 
電気電子機械装置／半導体の設計・製造，電気・通信線路の設計・工事，ソフトウェア開発・保守 

 土木工学科 
都市計画に関わる業務／構造物の設計計算や CAD による製図，施工計画／施工管理に関わる業務 

 建築工学科 
意匠／構造設計，建物の施工管理・建物の設備，建材の製造／品質管理 

 応用分子化学科 
化学製品／薬品の研究開発，環境／製品中の成分分析，化学製品製造時における品質管理 

 マネジメント工学科 
製造業での生産／品質／工程管理などの管理手法・技法，情報サービス業でのソフトウェア開発 

 数理情報工学科 
数値情報の収集／データ加工，各種ソフトウェアの開発，ホームページ作成，ネットワーク管理 

 環境安全工学科 
環境・安全・エネルギーに関連する業務，流通管理業務，環境調査・分析／国土情報に関する業務 

 創生デザイン学科 
生活・家庭用品，家電製品，工業製品などのデザイン，家具・照明・インテリア・生活空間などのデザイン 
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４．各種様式・書式 

 事故補償形態について【様式 EN02】 ※学部ホームページからもダウンロードいただけます． 
 

 
  

  

SAMPLE 
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 実習生受入れのご検討に際して【様式 EN03】（表面）※学科によって記載する内容が異なります． 
 

  

様式 EN03 
 

実習生受入れのご検討に際して 
 
同封の『生産実習・同（S）概要説明書』に記載する授業のねらいと下記内容をご勘案のうえ，

生産実習 SYSTEM への Web 登録にて実習生受入れの可否および諸条件をご回答いただきたくお

願いいたします。なお，生産実習・同（S）における事故等への補償に関しては別紙「生産実習・

同（S）に係る事故等の補償形態について（様式 EN02）」，対応に関しては同封「生産実習・同（S）
概要説明書」をご確認願います。 
 
１．実習生受入れをお願いする学科・学年・期間 

学 科 ： ●●学科 

学 年 ： ３年生および未履修の４年生 ※お受入れいただく人数に制限はございません。 

期 間 ： 8 月上旬～9 月上旬のうち実働日数 10 日間または 20 日間 
※実働日数は，実習期間のうち休日を除いた勤務日数を指し，10 日間または 20 日間

のお受入れが困難な場合，5 日間でのお受入れをご検討願います。 
（本学では，学習効果向上のため長期実習を推奨し，長期希望学生を優先的に派遣いたします．） 

※実働時間は，勤務時間から休憩時間（1 時間）を除いた実労働時間を指し，本学科で

は計●時間（実働●日間）以上を単位認定条件としています。 
※実働日数が 10 日間または 20 日間に僅かに満たない場合は，実働時間が計 70 時間

以上または 140 時間以上となるよう勤務時間や実習内容をご調整願います。 
※上記の条件を基本として，派遣決定後に個別にご調整いただくこと，実習生ごとに

異なる実働日数・時間等でご対応いただくことも可能です。 

勤務時間： 貴機関の規定および実習内容・状況等に準じます。 

 
２．実習内容について 

  デスクワークや現場補助等の実習内容に制約はなく，機関内研修（OJT）と同様に「実践」

を重視してご検討願います。ただし，大きな危険を伴う作業はなるべく避けていただくよう，

お願いいたします。なお，実習内容の一例を同封『生産実習・同（S）概要説明書（P.6）』，生

産実習ドキュメントを本学部ホームページ（http://www.cit.nihon-u.ac.jp/）に掲載しており

ますので，ご参照いただければ幸いです。実習生受入れ，実習内容および諸手続きに関して

ご不明な点等がございましたら，下記の連絡先・担当者までお問い合わせ願います。 

 

連絡先 ： 日本大学生産工学部●●学科  

担当教員：                

ＴＥＬ  ０４７－４７４－●●●● （●●学科事務室：●●） 

ＦＡＸ  ０４７－４７４－●●●● （●●学科事務室） 

      eメール  cit.sjsh●●@nihon-u.ac.jp 

SAMPLE 
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『生産実習・同（S）』における実習の条件・内容等について 

項  目 内  容 

対象学科 ●●学科 

科目名 生産実習・同（S）（３年次必修科目） 

対象学年 ３年生（原則として次年度卒業見込みのもの）および未履修の４年生 

学習到達目標 

① 実習経験を通して社会人の立場と技術者の役割を認識し，幅広い知識や技能を実践し

ながら技術者としての倫理観を醸成することができる。 

② 自身の傾向や社会のニーズを捉えて適切な目標を設定し，日々の経験に挑戦と省察を

重ねて技術者としての資質を自ら高めることができる。 

単位認定基準 

実働時間の合計が●●時間を満たすものを採点の対象とし，以下の成果物に対する各採

点結果に基づき成績を評価する。 
生産実習 NOTES（50%），所見票（20%），実習成果報告書・概要（20%），実習成果発表（10%） 

実習期間および 

実働日数・時間 

 
実習期間（目安） 実働日数（目安） 実働時間 

8 月上旬 ～ 9 月上旬 20 日間 140 時間以上 

8 月上旬 ～ 8 月中旬 10 日間 70 時間以上 

8 月下旬 ～ 9 月上旬 10 日間 70 時間以上 

8 月上旬 ～ 8 月中旬 5 日間 35 時間以上 

8 月下旬 ～ 9 月上旬 5 日間 35 時間以上 

 
※単独の実習先で実働時間が●●時間に満たない場合，教員が志望理由と実習内容を確認のうえ，

実習生は実働時間が計●●時間以上となるよう複数の実習先を組み合わせて実施する場合がある。 

主な実習・就職先 

 役所・行政法人（中央省庁，都道府県，区市町村，研究開発法人 など） 

 公益企業（高速道路，鉄道，電気，ガス，通信 など） 

 ●● 

 ●● 

学科および学生が

希望する実習内容 

①●●関連の業務 
施工管理補助，測量補助，現場試験補助，現場写真撮影補助，現地調査補助，簡易な施

工作業体験，現場（竣工後含む）見学 など 
②●●関連の業務 
図面作成補助（CAD 含む），計算書作成補助，積算補助，説明会等の資料作成補助，工

程表・報告書作成補助 など 
③●●関連の業務 
試験・実験補助，供試体作製補助，データ整理作業，工程表・報告書等作成補助，工場・

施設見学 など 
④●●関連の業務 
プラント管理補助，設備・装置の点検・保守業務補助，見積り業務補助，配合試験補助，

品質管理補助 など 
⑤その他の業務体験 
建設関連イベントの運営補助，安全衛生管理等の点検補助，搬入資材の点検補助，完成

（出来形）検査補助 など 
 

SAMPLE 

 
 実習生受入れのご検討に際して【様式 EN03】（裏面）※学科によって記載する内容が異なります． 
 

  SAMPLE 
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 生産実習・同（S）に関する覚書【様式 CF02】 ※保管・返送用として計 2 通を送付いたします． 
 
 

  

 

様式 CF02       生産実習・同（S）に関する覚書 
 

                         （以下「甲」という）と日本大学生産工

学部（以下「乙」という）は，甲が乙の派遣する生産実習・同（S）（インターンシップ，以下省

略）による下記実習生を受け入れることに関し，以下のとおり覚書を締結する。 

 

（目的） 
１．この生産実習・同（S）は，教養科目，基盤科目，生産工学系科目，専門教育科目からなる

カリキュラムの全体と連携し，企業や公的機関等における実習経験を通じて幅広い知識・技

能と実践技術との関係を学び取り，主体性と創造性に豊かな実践力ある工学技術者の育成

を目的とする。 
（実習生の指定と期間） 

２． 実習生は乙が指名した下記学生とする。また，実習生が甲において実習する期間および日数

については，甲，乙，及び実習生の三者で調整し決定する。 

（生産実習の内容） 

３． 生産実習の内容及び配属先（実習場所）は，原則として甲が「（目的）第１条」に基づいて

乙及び実習生に提示する。 

（生産実習実施中及び通勤による事故等） 

４． 実習生の生産実習実施中及び通勤に際しての事故等については，「学生教育研究災害傷害保

険」，「学研災付帯賠償責任保険」，「生産工学部が任意に加入する学生見舞金制度」及び「日

本大学学生傷害及び死亡事故等に関する給付金」をもって補償に充てる。 

（就業規則等の遵守） 

５． 乙は，実習生が，甲の就業規則を遵守するとともに実習事項遂行に当たっては甲の監督，指

導，助言等に従うよう指導する。 

（機密保持義務） 

６． 乙は，実習生が実習期間中に甲で知り得た機密を，甲の承諾のない限り実習終了後も他には

漏洩しないよう指導する。 
（個人情報保護） 
７． 甲及び乙は，実習生が提出する自己紹介書等の個人情報を，生産実習に関する目的以外に使

用しないものとする。 

（その他） 

８．この覚書に定めのない事項及び覚書に疑義が生じた場合，甲と乙の協議の上定めるものとす

る。なお，実習生は，本覚書を基とした誓約書を甲に提出するものとする。 

 

 上記を証するため，正本２通を作成し，双方が記名押印の上，各１通を保管する。 

 

実習生 

学籍番号 学生氏名 学籍番号 学生氏名 

    

    

 

  年   月   日 

 

 

甲                         印 

 

 

乙 日本大学生産工学部 学部長                    

 

●●学科 主任          印 

 

返送先：〒275-8575千葉県習志野市泉町 1-2-1 日本大学生産工学部●●学科 生産実習担当者 

   （TEL：047-474-●● FAX：047-474-●● E-mail：cit.sjsh●●@nihon-u.ac.jp） 

（備考）生産実習・同（S）は内閣府、文部科学省、経済産業省、厚生労働省が連携して推進するインター

ンシッププログラムに対応した本学部独自の科目です。 

ご署名捺印をお願いいたします． 

SAMPLE 
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 誓約書および自己紹介書【書式 CF03】（表面）※学科によって記載する内容が異なります． 

 

  

様式 CF03 
誓 約 書 

                  

貴社(または公的機関)において生産実習・同（S）（インターンシップ）を履修するに当た

り，「生産実習・同（S）に関する覚書」（裏面掲載）の内容を了解するとともに，特に｢5.就業

規則等の遵守｣および｢6.機密保持義務｣を遵守することを誓約いたします。 

年   月   日 

 日本大学生産工学部           学科 

学年   年  学生番号        番           コース 
 フリガナ 

 氏名                       印 
 （      年    月    日生    歳 男・女） 

 自己紹介書 
【連絡先】 

現住所                                      写真（縦 4×横３ｃｍ） 
〒                                         

                                      
電話番号               携帯番号 

                                      
E メール 

                                      
 
【学歴・職歴】（高校卒業から記入） 

 
     年  月                             
 
     年  月                             
 
                                      
 
                                      
 
【志望動機】 

実習先として貴社(または公的機関)を志望した理由，実習に期待する経験・課題など 
 
                                                     
 
                                                     
【プロフィール】 

自己 PR（長所），興味のある科目など 
 
                                                     
 
                                                     
学業以外で力を注いだ事柄（例：趣味・特技，免許・資格，ｻｰｸﾙ，ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動など） 

 
                                                     
 
                                                     
 

【実習経験を通じた挑戦！】 

 
                                                     
 

 

 

 

 

 

 

スーツ着用による証明写真 

（茶髪厳禁） 

顔
の
大
き
さ 

【参考】 

● 服のサイズ ： 
XS ・ S ・ M ・ L ・ XL 

（上記以外のサイズ：    ） 
● 靴のサイズ ： 

XS ・ S ・ M ・ L ・ XL 
（上記以外のサイズ：    ） 
● 帽子のサイズ： 

XS ・ S ・ M ・ L ・ XL 
（上記以外のサイズ：    ） 

SAMPLE 
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 実習日誌【生産実習 NOTES】 ※実習生の終業時に内容をご確認のうえ，コメントとサインをお願いいたします． 

  
実習日時 （　　9　：　00　 ～

今日の実習内容

内容

気づき

内容

気づき

④ 次回の実習内容
※確認のうえ記入（最終日は不要）

指導者による所見
　・姿勢やスキルの客観評価

　・改善のアドバイス　など

印

または

サイン

17 ： 00　　　）　　実働　　　7　　　時間

③ 今日の自己評価と成長実感

今日の自己評価！（該当するものに〇）

　　8 月　　24 日

本日作成した図面をグループミーティングで発表するためのパワーポイント資料の作成。

今日の実習に対する省察　（テクニカルスキルとジェネリックスキルの観点から、自身が掲げた「成長目標」と「挑戦」を踏まえて）

本日の教訓！

手元に教科書を置いておくことは大切！
わからないことはその場で質問する！

見やすくわかりやすい資料を作成するために，自主創造の基礎Ⅰのパワーポイン
トの作成方法に関する資料を再度確認する。

⑤ ①を改善または④を成功させる
　新たな取組み（挑戦）！
（何のために、何をどのように？）

① うまくいったこと
　・挑戦できたこと

　・達成できたこと

　・成功したこと　など

実験用の冶具を製作するためにCADで図面を作成した。さらに、材料力学の教科
書見ながら強度計算を行い、問題がないことを確認した。

CADや材料力学など授業で学んだことを仕事で実践することができた。しかし、忘
れている内容があったので復習が必要だと実感した。

CADによる実験用冶具の図面作成

今日の体調

② うまくいかなかったこと
　・達成できなかったこと

　・反省したこと　など

グループミーティングの際に知らない内容や理解できないことがあったが、質問す
ることができなかった。

疑問点はその場で質問して解決しないと、ミーティングの内容がわからなくなり、今
後の行動に支障をきたすことになる。

S ・ A ・ B ・ C ・ D

　　　　　

　　　　　 　　

 

　
　 　

【実働　　　　　日目】

実習日時 （　　　　　：　　 ～

今日の実習内容

内容

気づき

内容

気づき

④ 次回の実習内容
※確認のうえ記入（最終日は不要）

指導者による所見
　・姿勢やスキルの客観評価
　・改善のアドバイス　など

印

または

サイン

 
　
　 　

今日の体調

② うまくいかなかったこと
　・達成できなかったこと
　・反省すべきこと　など

① うまくいったこと
　・挑戦できたこと
　・達成できたこと
　・成功したこと　など

　　 　　　　

　　月　　　　日

　

 
　

 
　
　
　 　

　　 　　　　　 　　 　　　　　　

　　：　　　　　）　　実働　　　　　　時間

 

③ 今日の自己評価と成長実感

今日の実習に対する省察　（テクニカルスキルとジェネリックスキルの観点から、自身が掲げた「成長目標」と「挑戦」を踏まえて）

本日の教訓、成長実感！（今日の成長を支えた一番の取り組み）

⑤ ①を改善または④を成功させる
　新たな取組み（挑戦）！
（何のために、何をどのように？）

今日の自己評価！（該当するものに〇）

    

S ・ A ・ B ・ C ・ DS ・ A ・ B ・ C ・ DS ・ A ・ B ・ C ・ DS ・ A ・ B ・ C ・ D

 

SAMPLE 

日々の取り組みに対して，日誌や報・連・相を踏まえたご助言を

頂戴したくお願いいたします．※お一言でも学生には大きな励みとなります 

SAMPLE 
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５－３．評価・所見・助言について  ・・・ P.26 

 

５－４．成果物の確認・承認について  ・・・ P.27 

５．生産実習 SYSTEM 操作マニュアル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※本マニュアルと各種様式・書式は，学部ホームページおよび生産実習 SYSTEMからダウンロードすることが可能です． 

学部ホームページ（http://www.cit.nihon-u.ac.jp/）⇒「企業・研究者の方」⇒「生産実習（インターンシップ）」 

 

 

 生産実習 SYSTEM への入力・登録操作（次頁以降のマニュアルに示す手続き方法）のお問い合わせは，

下記アドレスのシステム管理者へ直接お問い合わせ願います．なお，緊急時連絡やリマインダ等のメー

ルを同アドレスから配信させていただく場合がありますので，予め受信設定をお願いいたします． 

 

生産実習 SYSTEM への入力・登録操作に関するお問い合わせ先 

 

機 械 工 学 科：  cit.internship.system+me@gmail.com 

電気電子工学科：  cit.internship.system+ee@gmail.com 

土 木 工 学 科：  cit.internship.system+civil@gmail.com 

建 築 工 学 科：  cit.internship.system+arch@gmail.com 

応用分子化学科：  cit.internship.system+amc@gmail.com 

マネジメント工 学 科：  cit.internship.system+ka@gmail.com 

数理情報工学科：  cit.internship.system+su@gmail.com 

環境安全工学科：  cit.internship.system+en@gmail.com 

創 生 デザイン学 科：  cit.internship.system+nucd@gmail.com 

 

 

※生産実習 SYSTEMへの入力・登録内容（実習生受入れおよび受入期間・人数・部署等）に関しては，P.1の学部・

学科窓口（電話，FAX）または送付資料に記載される各学科担当者のメールアドレスにお問い合わせ願います．  
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５－０．生産実習 SYSTEM へのログイン方法 
 5-0-1：ログイン URL 

生産実習 SYSTEM は以下の通り学科ごとに URL が異なります。 

 
上記 URL にアクセスすると以下のログイン画面が表示されます。 
 

 
 5-0-2：ログインとログアウト 

 
 
学科からの案内されたログイン用

のユーザーID とパスワードを入力

する。 
システム内の情報を生産実習に係

る用途以外に使用しないことへの

同意チェックを入れてから「ログ

イン」ボタンをクリックしてくだ

さい。 
 
 
 

                           図 1 
 
図 1 の画面を「お気に入り（Bookmark）」に登録しても正常にログインできません。ログインした後の

トップ画面（図２）を「お気に入り（Bookmark）」にご登録ください。 
 
※生産実習 SYSTEM による Web 対応が困難な場合は，学部ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ（http://www.cit.nihon-u.ac.jp/）⇒「企業・研究者の方」⇒ 
「産学交流」⇒「生産実習（ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ）企業様向け」より各種書類をﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞし，ﾒｰﾙまたは FAX にてご対応願います．  

・機械工学科 https://www.fm-database.net/internship/me/
・電気電子工学科 https://www.fm-database.net/internship/ee/
・土木工学科 https://www.fm-database.net/internship/civil/
・建築工学科 https://www.fm-database.net/internship/arch/
・応用分子化学科 https://www.fm-database.net/internship/amc/
・マネジメント工学科 https://www.fm-database.net/internship/ka/
・数理情報工学科 https://www.fm-database.net/internship/su/
・環境安全工学科 https://www.fm-database.net/internship/en/
・創生デザイン学科 https://www.fm-database.net/internship/nucd/
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図２はログイン後のトップ画面の上部抜粋です。画面右上にある「操作マニュアル」のリンクから最

新のマニュアルをダウンロードできます。システム終了時は必ず画面右上から「ログアウト」をして

ください。 

 

                                            図 2 
 

 
正常にログアウトされると図 3
の画面が表示されます。 
 
同じ学科のシステムに再ログイ

ンする場合は「こちらをクリッ

ク」からログインしてくださ

い。 
 
別の学科のシステムにログイン

する場合は、こちらから学科を

選択してログインしてくださ

い。 
                            図 3 

 
 5-0-3：推奨ブラウザ 

・Windows PC :  
Google Chrome（推奨）、Microsoft Edge（順次対応予定） 
・Mac PC： 
Safari（推奨）、Google Chrome  
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 5-0-4：システム画面構成 

ログイン直後の画面は、受諾回答で「受入れの可否」を受入可にする前と後で異なります。 
受諾回答を「受入可」でご登録いただくまでは，図４のように実習先概要と連絡先担当者までの項目

が表示されます。 
 
【 受入可で登録するまで 】 

 
                                       図４ 
 
※受諾回答の「受入れの可否」については，「5-1-2：実習生受入可否の登録」の項目で説明します。  
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【 受入可で登録後 】 
この部分は図４と同様です。 
これ以下の項目が表示されます。 
 
 
 
「受け入れの可否」が「受入可」で登録され

ます。 

 
実習方式については「5-1-2：実習生受入可

否の登録」の項目で説明します。 
 
実習場所情報と実習担当者については「5-

1-3：実習場所（実習担当者）情報の登録」の

項目で説明します。 
 
 
 
 
受入条件については「5-1-4：受入条件・実

習内容等の登録」の項目で説明します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
派遣が決定した実習生については「2-1：
マッチングが確定した実習生の確認」の

項目で説明します。 
 
 

                       図 5  
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５－１．受諾回答 
 5-1-1：実習先（連絡担当者）情報の登録 

図４および図５に表示される「実習先情報」の登録について説明します。 
図４、図５の右上に、図６の「内容を編集」ボタンがありま

す。 
こちらをクリックすることで全ての項目について内容を「登

録・修正」することが可能です。 
 
       図 6 
 

 
図６の「内容を編集」ボタンをクリックして表示される画面が、左の

図７です。 
 
この部分が実習先情報および連絡担当者情報の登録項目です。 
実習先名称は変更不可になっていますので、変更が必要な場合は学

科担当者までご連絡ください。 
 
業種と種別を選択してください。 
 
実習先概要項目にはホームページの URL を入力してください。 
 
入力が終わりましたら、最下部の「登録」ボタンをクリックしてく

ださい。 
 
※実習先情報・連絡担当者情報は随時変更可能です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 7  
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 5-1-2：実習生受入可否の登録 および 

 5-1-3：実習場所（実習担当者）情報の登録 

 
図６の「内容を編集」ボタンをクリックして表示される画面

が左の図７です。 
 
「実習生受入れの可否」項目があります。 
実習生の受入れが可能な場合は「受入可」にチェックして、

画面最下部の「登録」ボタンをクリックしてください。 
 
「実習方式」項目があります。 
対面・オンライン・ハイブリッド・要相談から選択してくだ

さい。 
 
「実習場所」情報の登録項目があります。 
実習場所については、未定の場合でも実習生が希望する際の

手掛かりになるよう「都道府県」の登録をお願いします。 
（オンラインの場合は、「オンライン」とご入力ください。） 
 
入力が終わりましたら、最下部の「登録」ボタンをクリック

してください。 
※実習場所情報・実習担当者情報は随時変更可能です。 
 
※複数の「実習場所」がある場合：１つ目の実習場所登録が

完了すると、図 5 の実習場所登録項目部分右上に「実習場所

の追加」リンクが表示されます。ここをクリックして追加し

てください。 

 

 
 

 
           図７（再掲） 
実習場所を追加する際は画面の指示に従って入力してください。項目は図７と同様です。最初に登録

する実習場所を「実習場所１」、追加する実習場所は「実習場所 2」・・・とします。実習場所２以降は

削除可能ですが、「実習場所１」は削除できません。 
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 5-1-4：受入条件・実習内容等の登録 

 

図６の「内容を編集」ボタンをクリックして表示される画面が左図で、縦長画面の赤

枠部分を拡大したものが下の図８です。 

 
                                           図８ 

 
受入条件は５つまで指定可能です。具体的な日付・実働日数・人数をご登録ください。実施時期が未

定で具体的な指定が困難な場合は、日付欄で上旬・中旬・下旬が選択でき、更に大まかに前半と後半

という期間の選択も可能になっています。 
実習期間の目安を設けておらず、通年で日付・実働日数・人数を随時指定できる学科もあります。 
実習期間の目安がある学科の場合は、受入条件が登録可能な期間があり、図８の項目上部に登録可能

期間が表示されます。登録期間内であれば何度でも条件変更は可能です。 
 
※複数の受入条件を設定いただいている場合の重複期間の扱いについて 
複数の受入条件に重複期間がある場合、それぞれの条件に設定いただいた人数まで実習生を配属させ

ていただくため、重複する期間は実習生も重複することをご了承ください。 
５つの実習期間ごとに実習生の配属をおこないますが、「受入人数の総合計（必須）」欄で選択いただ

いた人数を超える配属はいたしません。 
 

図 8 緑枠部分を拡大したものが図 9 です。 
「実習の概要と特長」以下の項目のご入力願います。 
 
図８および図９の入力には時間がかかるため、途中でタイムアウトにより内

容が保存されない恐れがあります。編集画面に入って５〜１０分程度に一

度、画面最下部の「登録」ボタンをクリックして、再度「内容を編集」から続行

してください。「登録」→「編集」は何度でも繰り返し行っていただけます。 

 

            図９  
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５－２．実習生情報の確認 
 
 5-2-1：マッチングが確定した実習生の確認 

 

「5-0-4：システム画面構成」、図５の「受入れの可否」が「受入可」で

登録されている場合のトップ画面です。 
 
 
実習生の配属が決定すると、この欄に実習生の名前が入ったボタンが

表示されます。（図１０は拡大図） 
 

 
                           図１０ 
複数の実習生が配属されていると同様のボタンが複数表示されます。 
ボタンをクリックすると実習生の詳細情報が表示されます。 
 
 
 

       図５（再掲） 
 
※ 「5-1-3：実習場所（実習担当者）情報の登録」で実習場所を複数追加した場合，それぞれの実習

場所ごとに配属された実習生ボタンが表示されます。 
複数実習場所が設定されている場合、図５の実習場所項目の位置に、図１１のボタンが表示されま

す。 
この例では，実習場所１が表示中で，実習場所２に切り替えるボタンが表示されています。「実習場所

２に切り替え」をクリックすると，実習場所２に配属された実習生のボタンが表示されます。 

 
                       図１１ 
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５－３．実習生の評価・所見・助言の登録 
 
 5-3-1：実習生の評価 

 5-3-2：所見（採点根拠）・助言（持ち味）・通信欄の登録 

「5-2-1：マッチングが確定した実習生の確認」で図１０の実習生ボタンをクリックすると図１２が表

示されます。 
 

複数の実習場所が設定されている場合にのみ表示されま

す。配属時に実習場所は指定されますが、変更が必要な場

合はこのボタンで切り替えが可能です。 
 
実習生の個人情報および実習生が登録した「成長目標」、

「安全・倫理講習の感想」、「成長目標のブラッシュアッ

プ」が表示されます。 
 
 
 
 
評価する方の氏名をご入力ください。 
 
実働期間・日数・欠席・遅刻・早退をご入力ください。 
 
社会人基礎力の客観評価をご入力ください。 
実習開始時と終了後の２回の評価をお願いします。 
 
評価基準についてはこちらの詳細を参照ください。 
 
専門業務への取り組みに対する評価をご入力ください。 
 
所見（採点根拠）をご入力ください。※内容は教員のみに

開示されます。 
助言（持ち味）をご入力ください。※内容は実習生に開示

されます。 
入力が完了したら最下部の「登録」ボタンをクリックして

ください。 
 

                 図１２  
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５－４．成果物の確認・承認 

 

 5-4-1：成果物の確認・承認 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
実習後、実習生が作成した事後学習成果物がアップロー

ドされます。（アップロードされると担当者にメールで

通知されます） 
それぞれの項目ごとに「ファイルのダウンロード」と表

示されたリンクがあればアップロード済みです。リンク

をクリックして内容をご確認ください。 
 
内容を確認し、「確認済み」にチェックを入れて最下部

の「登録」ボタンをクリックしてください。 
※「確認済み」にチェックを入れないと、教員は見ることがで

きませんので、確認後は必ずチェックを入れてください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

             図１２（再掲） 
 
 
 
※成果物のご確認とご承認は，学科により手続きが一部異なる可能性があります． 
※生産実習 SYSTEM による Web 対応が困難な場合は，必要に応じて成果物を紙面またはデータで送付させていただきます．  
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６．トラブル・事故等対応（緊急時連絡先・手続き） 

 

生産実習中の事故発生に対する対応および保険金額請求の手続きについて 

 

契約保険等 

（1） 学生教育研究災害傷害保険（通学特約付）・賠償責任保険－（公財）日本国際教育支援協会 

（2） 日本大学生産工学部学生見舞金制度（株式会社日本大学事業部）           

（3） 日本大学学生の傷害および死亡事故等に関する給付金規程に基づく給付 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
～ 事故発生に対する生産工学部の対応 ～ 

（1） 外部からの連絡には，各学科，就職指導課，学生課があたり，緊急時にこれらの部署で応答でき

ない場合は警備員室（電話：047-474-2205）が連絡を受けて相互に連携して速やかに対応する． 
（2） 各学科においては，事故報告書（規定の書式）を学科主任名で作成し，就職指導課に提出する．

また，事故処理および対応処理の経緯・結果などを実習先に報告する． 
（3） 就職指導課・学生課は保険会社等への保険金請求申請などの事務処理にあたる． 
（4） 生産実習委員長は，事故の報告を受けるとともに，必要に応じて事故内容，対応処置などについ

て検討し，事故防止に努める． 
（5）  
 
 
 
 
  

学生教育研究災害傷害保険（A）・賠償責任保険（B）の対象事例 

（A） 

・ 大学における正課授業，課外活動およびキャンパス内での傷害事故 

・ 生産実習における実習中での傷害事故 

・ 通学中，および大学あるいは実習先からの（生産実習・教育研究目的のための）移動中における傷害事故 

（B） 

・ 生産実習（インターンシップ），介護等体験活動，ボランテア活動の際の他人に対するケガ，他人の財物の破損に対

する補償 

 学 生（実習先）－ 父 母 医師（病院） 
診断書など 

日本大学 生産工学部 
・ 学科 － 主任・担当教員 
      生産実習委員 
             
            事故報告書 

・ 生産実習委員長 
・ 就職指導課 
・ 学生課 

事務処理 
(保険・給付金申請など) 

① 事故発生連絡 

②診断書など 

③各種書類申請 

・ 事故通知はがき 

・ 保険金請求書 

・ 事故証明書など 

④事故通知 

⑤保険金請求申請 

⑥保険金支払い 

⑧保険金支払報告 

 
学 部 長 

事故報告 

治療など 

①事故発生連絡 

保険会社（東京海上火災他） 

（公財）日本国際教育支援協会 

⑦保険金請求書 

（支払い報告） 
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学生たちが実習に臨む様子を本学部ホームページ『生産実習ドキュメント』より是非ご覧ください． 

（http://www.cit.nihon-u.ac.jp/special/internship/）「生産実習ドキュメント」で検索！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 実習生受入れ・就職採用等全般のお問合せおよび緊急時連絡先（学部窓口） 

 

日本大学生産工学部 

   〒275-8575 千葉県習志野市泉町 1 丁目２－１ 

就職指導課  TEL：047-474-2274 FAX：047-474-2249 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本書および生産実習・同（S）の諸手続きに必要な各種様式・書式およびマニュアルは， 
 

生産工学部ホームページ（http://www.cit.nihon-u.ac.jp/） 

⇒「企業・研究者の方」⇒「産学交流」⇒「生産実習受け入れ協力のお願い」 
 

からダウンロードすることが可能です． 

 

当学部は，「関東経済産業局」や「㈶千葉県産業振興センター」，「NPO 法人日本インターンシップ推進

協会」などの公的支援機構と連携し，インターンシップの普及と拡充にリーダー的役割を果たしています． 
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